研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　　　　職　種　看護師　　　　氏　名　玉田　美千栄

	期　　間　平成　19年　3月　７日　

	出張目的　大牟田市視察研修

	出 張 先　大牟田市地域交流施設「あじさい」、生活支援センターひがしはら

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

＜考察＞

　今回、初めて視察研修に参加させていただいた。実際に大牟田市での認知症予防教室（脳の健康を守る予防教室）を見学、地域認知症ケアコミュニティ推進事業の説明を聞き、短時間の研修ではあったが有意義なものであった。

まず、認知症予防教室は、地域交流施設「あじさい」にて開催されていた。この施設は、元々は民家（平屋、庭付き）で、周囲にも家が建ち並んでいた。感覚として、近所の集会に参加するような感じに受け取れた。12月から12回にわたって開催された予防教室の最終回（12回目）の見学であった。市職員や民生委員の方も参加していたが、ボランティアで認知症コーディネーターや認知症ケア研究会の運営委員が参加していることをお聞きした。通常の業務の他に、このようなかたちで地域事業に関わり貢献していることに、スタッフの意欲を感じた。実際の予防教室は、対象者9名（軽度認知症）が参加されており、中にはご夫婦で参加されている方もおられた。既に顔見知りとなっており、教室の間、互いに声を掛け合う様子も見られた。導入部分と体操（身体運動メニュー）を見学したが、進行役は、きちんと参加者1人ずつに「何の体操をしますか？」と意見を聞き、出された体操を順に実施していった。その際も、「掛け声をお願いします。」と参加者の主体性を引き出す声掛けがなされていた。当施設においても集団での体操を行っているが、利用者様の意向・主体性を引き出す働きかけが不十分ではないかと感じた。プログラム実施にあたっては、毎回のメニューがきちんと検討されていた。是非、通所（特に認知症対応型通所介護）でのプラグラム実施にあたり、参考にしたい。

地域認知症ケアコミュニティ推進事業については、大牟田市での平成14年度からの取り組みや3年間（平成17～19年度）の整備事業について、説明を受けた。大牟田市は、八戸市に比べ認知症高齢者のグループホームは既設で13ヶ所と少ない。それに対し、小規模多機能型居宅介護は現在17ヶ所も整備されていた。介護予防の拠点に関して、国の交付金で市からハード整備費として１ヶ所750万円が拠出されるとの事だったが、その後の運営費に関する拠出はなく、法人としての運営は簡単に行かない様子が窺えた。（医療法人東翔会 東原理事長よりお話を伺う。）説明を受けた会場である生活支援センター「ひがしはら」は、日産の店舗を改築し、和室、身障者用トイレ、浴室などを備えていた。もの忘れ相談医については、認知症に関する相談に乗り専門医につなげている状況であるが、かかりつけ医との連携が難しいことも伺った。かかりつけ医は症状を聞き、アリセプトを処方しているが、その後のフォローがなされていない。診断後のケアが不十分とのこと、それゆえ、もの忘れ相談医が必要になってくるのであろう。また、小・中学生を対象に認知症に関する絵本を活用して、絵本教室を開催している。その絵本は、子供達に認知症を理解してもらうために、認知症ケア研究会が作成したものである。子供の視点から認知症のおばあちゃんの話が描かれており、子供の純粋な気持ちを引き出せ、認知症の正しい理解に繋がるのではないかと感じた。当施設においても、中・高校生を対象に介護教室を実施しているが、認知症の理解という点において、大牟田市の絵本を上手く活用できたらと考える。

最後に認知症コーディネーターに関してだが、正直なところ私もこの養成研修を受講したいと感じた。要件１の大牟田市内に居住か勤務する者に該当しないため、無理な話ではあるが・・・。大牟田市介護サービス事業者協議会（認知症ケア研究会）で養成研修を実施しており、自分の施設だけ良ければという考えではなく、地域をあげての取り組みに事業所を越えたものとなっていることを学んだ。大谷氏の話からも、この5年間の取り組みの中で変化していったことも知った。認知症ケア研究会では、デンマークの認知症高齢者のケアを参考にしている。コーディネーター教育のテキストとなっている『デンマーク発・痴呆介護ハンドブック』や大牟田市のコーディネーター養成過程を参考にし、当施設においても認知症ケアの専門職として職員を育成していきたい。そして、そのつながりを地域にも広げて行けたらと考える。




＜要旨＞

【視察１】第12回脳の健康を守る予防教室　　場所：地域交流施設「あじさい」

　脳の健康を守る予防教室　⇒平成18年度大牟田市地域認知症ケアコミュニティ推進事業

・実施会場：市内2箇所の介護予防拠点・地域交流施設

・実施期間：平成18年12月9日～平成19年3月中旬　　各会場にて週1回、計12回

・実施対象：もの忘れ相談検診における予防教室登録者　43名

　　　　　（原則として介護保険未申請者）

・予防教室の内容・構成

① はつらつ身体運動メニュー

② 子供の頃のおさらい学習（音読・計算など）メニュー

③ 「人生いろいろメニュー」：エピソード記憶の呼び起こし（回想）や思考・計画力、創造力を

高める

4 笑いや楽しみをつくる「笑いとゲームのメニュー」　 

⑤ 生活はつらつ日課メニュー　　

ルール：A　①を必ず組み合わせる

B　②はウォーミングアップ、成功体験、満点体験として行う

C　③④より一つ、⑤⑥より一つの組み合わせで構成

D　プログラムをこなすのではなく、状況に応じて変更可能

E　快適、楽しいものを追求、ストレスをかけない

F　個人差があるので皆同じでなくてよい

G　仲間作り、関係作りをしながら進める

H　反応を見ながらプログラムは修正していくので記録をとる

I　参加者と一緒に個別記録をつけていく

J　参加者の自主性、モチベーションを高める創意工夫

　　全体の構成

　　　1～3回　　なじみ、ウォーミングアップ

　　　4～6回　　意識付け、目標の共有

　　　7～9回　　自主性、自発性の引き出し

　　　10～12回　支援マップ、継続性へのアプローチ

［見学内容]

　参加者：対象者9名

　　　　　認知症コーディネーター、民生委員、地域包括支援センター職員、市職員ほか

　プログラム：1．あいさつ・これからの大切な話　　

※ 対象者宿題あり→支援マップ作成材料持参

　　　　　　 ２．はつらつ身体運動メニュー

　　　　　　　　　タオル体操、手・肩の体操、頭の体操（じゃんけん、九九）など

· 参加者一人一人に何の体操をしたいか確認し、順に実施

· 体操時の掛け声を、参加者にお願いする

　　　　　　　・毎日かんたん日記→次回開催までの日々の出来事の簡単な日記

【視察２】生活支援センターひがしはら　　　

大牟田市地域認知症ケアコミュニティ推進事業についての説明（大牟田市職員 坂井氏）

· 大牟田市人口：132,742人

· 地域包括支援センター　4ヶ所

中央　→派遣（特別職）ケアマネ、保健師、社会福祉士

　　　　　北・南→社会福祉法人

　　　　　東　　→社団法人 医師会

· 整備事業　3年間（平成17～19年度）

小規模多機能型居宅介護→3年間で、30ヶ所（現在17ヶ所）

介護予防拠点→国の交付金4億（総額）

　　　　　　　3年間で51ヶ所、今年11ヶ所完成　

　　　　　　　ハード整備費として、１ヶ所750万円を市より拠出　

· 大牟田市の推進事業の主な内容

○地域認知症ケア(家族介護)教室→3ヶ月に1回、在宅介護支援センターを拠点

○認知症コーディネーター養成研修→2年間で育成

○認知症早期発見・地域認知症ケアサポートチーム→もの忘れ相談医の研修など
○絵本づくりと絵本教室→市内の小中学校、地域で活用
· 予防教室

　　　　　認知症コーディネーター　―　参加→現在ボランティア、看護・介護職が多い

　　　　　運営委員　　　　　　　―　認知症ケア研究会

　　　　　介護予防メニュー（自主運営）

　　　　　13回以降も継続

　　　　　地域ケア会議（ケアカンファレンス）

· もの忘れ相談医　かかりつけ医との関係調整

· 大牟田市高齢者等徘徊SOSネットワーク

認知症コーディネーターについての説明（認知症ケア研究会代表 大谷氏）

　　○地域認知症ケアコミュニティ推進事業

　　　H13．11月　認知症ケア研究会発足

　　　　　　　　　運営委員6人　事業所会員580人

　　　　　　　　　　　　　 ↓　　　　　　　　↓

現在　　　　運営委員20人　個人会員　280人

　H14年度　 実態調査、認知症のアセスメント・ケアプラン→大牟田方式

H15年度　 絵本作成、モデル事業（グループホームにおけるターミナルなど）

　　　　　  認知症コーディネーター養成研修事業スタート

H16年度　 地域認知症ケアサポートワークショップ→医師との連携

H17年度　 地域で支えるまちづくりの推進

　　　　　　　　　はやめ南人情ネットワーク、徘徊模擬訓練

○認知症コーディネーター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・基本ケアと一緒

· デンマークを手本　認知症の専門家は、深く「人」を理解する専門家　　 ・笑いは大切

· 2年間で300時間、講義のみでなく実践　　　　　　　　　　　　　　　 

· 5年以上の実務経験、所属長の推薦があり、地域で活動していく人が対象

⇒ 毎年10人程度に絞り、養成している

· 地域包括支援センターには完全配置、宅老所へ配置

　　ユニットケアの推進者、ケアマネジメントの推進者

　　○絵本教室　2～3時間

· 絵本の読み聞かせ

· グループワーク

· 発表とコメント

　○はやめ南人情ネットワーク

地域住民主体の助け合い、支え合いのネットワーク

徘徊模擬訓練→認知症による徘徊者の模擬捜索訓練：世代間訓練　　　　　　　　　　　　　　　　

市役所・警察署・消防署・タクシー協会など協力
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自分の施設だけでもダメ








